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企
業
の
求
め
る
人
材
は
 

 
 
 
 
 
 
―
主
要
な
調
査
結
果
と
枠
組
み
に
よ
る
整
理
 

 

　
１
．様
変
わ
り
し
た
大
卒
採
用 

　
大
卒
採
用
が
様
変
わ
り
し
て
い
る
。
数
年

前
ま
で
、
氷
河
期
、
超
氷
河
期
、
厳
選
採
用

と
言
わ
れ
、
就
職
活
動
を
行
う
前
か
ら
諦
め

て
し
ま
う
学
生
も
い
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
景
気
拡
大
が
続
き
、
団
塊
世
代
の
大

量
退
職
が
目
前
に
迫
る
中
、
に
わ
か
に
採
用

が
活
発
化
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
な
学
生
で
も
採
用
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
採
用
に
積
極
的
な
企
業
で
も
、
採
用

す
る
人
材
の
質
は
落
と
さ
な
い
と
す
る
企
業

が
多
い
。
何
社
も
の
内
定
を
も
ら
う
学
生
が

い
る
一
方
、
な
か
な
か
内
定
が
も
ら
え
な
い

学
生
も
い
る
。 

　
そ
れ
で
は
、
企
業
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を

求
め
、
ど
の
よ
う
な
学
生
を
採
ろ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
企
業
が

求
め
る
人
材
に
関
し
て
、
主
な
統
計
調
査
結

果
を
紹
介
し
、
ま
た
、
企
業
の
求
め
る
人
材

を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
の

枠
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
様
々
な

調
査
結
果
が
あ
り
、
伝
え
ら
れ
る
様
々
な
企

業
の
採
用
活
動
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実

の
背
景
に
あ
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
述
べ
る

こ
と
に
す
る
。 

 

　
２
．統
計
調
査
に
見
る 

　
　 

求
め
ら
れ
る
人
材 

　
図
１
は
大
卒
採
用
に
関
す
る
企
業
調
査
と

し
て
、
当
機
構
が
一
九
九
七
年
と
二
〇
〇
五

年
に
行
っ
た
結
果
で
あ
る
（
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構2006

）。
こ
の
調
査
は
大
卒
採
用

に
関
す
る
企
業
側
の
動
き
や
考
え
方
、
具
体

的
に
は
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
採
用
方
法
、

採
用
に
関
す
る
考
え
方
、
採
用
に
お
け
る
問

題
点
、
等
々
を
網
羅
的
に
調
べ
た
も
の
で
あ

る
。
調
査
時
期
は
一
九
九
七
年
一
一
月
（
一

九
九
八

年
四
月

採
用
者

の
採
用

活
動
）

と
二
〇

〇
五
年

二

月

（
二
〇

〇
五
年

四
月
採

用
者
の

採
用
活

動
）
で

あ
る
。

回
収
数

は
一
九

九
七
年

調
査
が
一
二
六
九
社
（
回
収
率
五
一
・
五
％
）、

二
〇
〇
五
年
調
査
が
一
三
六
二
社
（
回
収
率

二
八
・
四
％
）
で
あ
る
。
調
査
対
象
は
、
大

企
業
か
ら
中
小
企
業
ま
で
、
大
都
市
の
企
業

か
ら
地
方
都
市
の
企
業
ま
で
、
ま
た
、
全
業

種
を
網
羅
し
、
大
卒
採
用
に
関
す
る
基
準
と

な
る
調
査
結
果
と
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
調
査
の
中
で
、
両
年
度
、
ま
っ
た
く

同
一
の
設
問
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結

果
を
比
較
し
た
の
が
図
１
で
あ
る
。
設
問
は

「
貴
社
で
は
、
新
規
大
卒
者
と
し
て
ど
の
よ

う
な
人
材
を
、
採
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
か
。
次
の
中
か
ら
採
用
し
た
い
と
思
う
順

に
三
つ
を
選
ん
で
回
答
記
入
欄
に
記
入
し
て

下
さ
い
」
で
あ
る
。
図
で
は
一
位
か
ら
三
位

ま
で
に
選
択
さ
れ
た
も
の
を
合
計
し
、
そ
の

結
果
を
示
し
て
い
る
。
一
位
か
ら
三
位
ま
で

を
三
つ
ま
で
の
複
数
回
答
と
扱
っ
て
い
る
と

い
え
る
。 

　
最
も
多
く
選
択
さ
れ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
で
行
動
力
の
あ
る
人
」
と
次
の
「
協
調
性
・

バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
あ
る
人
」
は
両
年
の
調
査

で
変
わ
ら
な
い
が
、
二
〇
〇
五
年
調
査
で
は

第
三
位
は
「
誠
実
で
、
堅
実
に
仕
事
を
す
る

人
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
一
九
九
七
年
調
査

で
は
第
三
位
は
「
独
創
性
や
企
画
力
の
あ
る

人
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
項
目
は
両
年
で

あ
ま
り
変
り
が
な
い
。
「
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

で
行
動
力
の
あ
る
人
」
と
「
協
調
性
・
バ
ラ

ン
ス
感
覚
が
あ
る
人
」
は
変
ら
ず
、
「
独
創

性
や
企
画
力
の
あ
る
人
」
が
減
り
、
「
誠
実

で
、
堅
実
に
仕
事
を
す
る
人
」
が
増
え
た
こ

と
に
な
る
。 

　
図
２
は
、
類
似
の
内
容
を
調
査
し
て
い
る

厚
生
労
働
省
「
平
成
一
六
年
雇
用
管
理
調
査
」

の
結
果
で
あ
る
。
「
熱
意
・
意
欲
」
が
抜
き

ん
で
て
お
り
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
」、「
一
般
常
識
・
教
養
」、「
行
動
力
・
実 
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行
力
」、「
協
調
性
・
バ
ラ
ン
ス
感
覚
」
と
続

い
て
い
る
。
「
熱
意
・
意
欲
」
が
第
一
位
の

点
は
、
当
機
構
の
調
査
と
共
通
し
て
お
り
、

さ
ら
に
第
四
位
に
も
類
似
し
た
「
行
動
力
・

実
行
力
」
が
あ
る
。
こ
の
二
項
目
を
合
計
す

る
と
、
熱
意
、
意
欲
、
行
動
力
、
実
行
力
と

い
っ
た
側
面
が
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
。 

　
調
査
は
、
新
規
大
学
卒
・
大
学
院
卒
の
採

用
重
視
項
目
（
三
つ
ま
で
の
複
数
回
答
）
で

あ
り
、
調
査
時
期
は
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、

四
二
六
六
社
（
有
効
回
答
率
七
四
・
三
％
）

の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
「
雇
用
管
理
調
査
」

は
企
業
の
雇
用
管
理
の
状
況
を
捉
え
る
長
年

続
い
た
大
規
模
調
査
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な

が
ら
二
〇
〇
四
年
を
も
っ
て
廃
止
と
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
よ
う
な
結
果
は
、

今
後
、
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。 

　
一
方
、
図
３
は
、
当
機
構
が
行
っ
た
別
の

調
査
の
結
果
で
あ
る
が
、
企
業
が
従
業
員
の

異
動
や
配
置
で
重
視
す
る
点
を
聞
い
た
も
の

で
あ
る
（
日
本
労
働
研
究
機
構2003a

）。
企

業
が
ど
の
よ
う
な
人
材
情
報
を
用
い
必
要
と

し
て
い
る
か
調
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
二

〇
〇
〇
年
一
二
月
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
二
二
二
社
（
回
答
率
三
〇
・
六
％
）
か
ら

回
答
を
得
て
い
る
。
調
査
は
重
視
す
る
点
を

複
数
回
答
で
聞
い
て
い
る
が
、
や
は
り
ト
ッ

プ
は
「
仕
事
へ
の
意
欲
」
で
あ
っ
た
。
第
二

位
は
「
実
績
・
業
績
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

採
用
時
点
で
は
な
く
、
現
在
、
勤
め
て
い
る

従
業
員
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

技
術
・
研
究
職
と
事
務
系
総
合
職
と
分
け
て

聞
い
て
い
る
が
、
技
術
・
研
究
職
で
は
「
技

術
、
ス
キ
ル
、
知
識
」
が
よ
り
重
視
さ
れ
、

事
務
系
総
合
職
で
は
「
基
礎
的
能
力
、
適
性
」、

「
態
度
、
行
動
」
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
と
い

っ
た
具
合
に
差
が
見
ら
れ
る
。 

 

　
３
．求
め
る
人
材
の
八
つ
の
軸 

　
主
要
な
統
計
調
査
を
み
て
き
た
が
、
意
欲

を
重
視
す
る
点
等
、
一
定
の
傾
向
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
当
機
構
で
は
こ
の
よ
う
な
統

計
調
査
と
は
別
に
、
企
業
が
求
め
る
人
材
に

関
す
る
理
論
的
な
研
究
も
行
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
企
業
の
求
め
る
人
材
に
関
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
情
報
や
研
究
を
徹
底
し
て
調
べ
上
げ
、

整
理
す
る
も
の
で
あ
る
（
日
本
労
働
研
究
機

構2003b

、
第
Ⅱ
部
第
四
章
、
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構2005

、
Ⅱ
部
九
章
）。
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
や
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
を

中
心
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
関
連
す
る
理
論

や
モ
デ
ル
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
リ
ス
ト
、

等
々
か
ら
、
多
数
の
項
目
を
作
成
し
、
そ
の

項
目
を
企
業
等
で
調
査
し
た
結
果
か
ら
、
ま

た
整
理
を
行
う
と
い
っ
た
作
業
を
繰
り
返
し
、

八
つ
の
軸
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る（
図
４
）。 

　
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
Ⅰ
．
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
口
頭
と
文
書
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
対
話
能
力
が

含
ま
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は

以
前
か
ら
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
ィ
に
は
必
ず

含
ま
れ
る
項
目
で
あ
り
、
最
近
、
日
本
で
も

若
年
者
の
就
職
支
援
の
な
か
で
重
視
さ
れ
て

い
る
。
Ⅱ
．
対
人
関
係
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
は
、
人
間
関
係
づ
く
り
、
信
頼
さ
れ
る
こ

と
、
必
要
に
応
じ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発

揮
で
き
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
。
Ⅲ
．
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
、
意
思
決
定
、

計
画
と
組
織
づ
く
り
、
リ
ス
ク
対
策
が
含
ま

れ
る
。
Ⅳ
．
分
析
・
問
題
解
決
に
は
、
問
題

の
発
見
と
分
析
、
問
題
解
決
へ
の
自
信
が
含

ま
れ
る
。
Ⅴ
．
自
己
学
習
に
は
、
情
報
の
収

集
、
学
習
の
習
慣
、
成
長
志
向
が
含
ま
れ
る
。

Ⅵ
．
自
発
性
と
ス
ト
レ
ス
対
応
に
は
、
高
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
水
準
、
自
発
性
、
ス
ト
レ
ス
へ

の
対
応
、
Ⅶ
．
変
化
対
応
に
は
、
変
化
の
知

覚
、
変
化
へ
の
姿
勢
、
変
化
に
対
応
で
き
る

こ
と
、
Ⅷ
．
自
己
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
、
時

間
管
理
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
、
自
己
啓
発
が
そ

れ
ぞ
れ
含
ま
れ
る
。 

　
八
つ
の
軸
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
サ
ブ
カ

テ
ゴ
リ
が
用
意
さ
れ
、
そ
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ

に
三
問
ず
つ
設
問
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体

で
七
二
問
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
な
っ
て
い

る
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
「
Ｃ
Ｄ
Ｅ
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は



9

Business Labor Trend  2007.1

特集―大学生のキャリア形成支援を考える 

C
areer D

evelopm
ent com

petencE

か
ら

取
っ
て
お
り
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
Ａ
、

Ｂ
に
続
く
も
の
と
し
て
、
記
憶
さ
れ
や
す
い

と
考
え
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
軸
が
自
ら
の
能

力
開
発
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
も
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
名
称
と

し
て
い
る
。 

　
人
材
の
評
価
は
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
ベ

ー
ス
と
な
る
基
礎
的
能
力
や
身
体
的
能
力
等

か
ら
、
具
体
的
な
ス
キ
ル
や
知
識
、
さ
ら
に

は
そ
の
業
界
の
情
報
ま
で
様
々
な
レ
ベ
ル
が

あ
る
。
こ
こ
で
導
き
出
さ
れ
た
八
つ
の
軸
は

適
性
や
興
味
・
関
心
と
い
っ
た
人
材
評
価
の

レ
ベ
ル
と
ス
キ
ル
や
知
識
の
間
に
位
置
す
る

も
の
で
あ
り
、
仕
事
に
対
す
る
態
度
、
仕
事

の
仕
方
、
行
動
傾
向
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
最
初
に
み
た
統
計
調
査
の
項
目
が
こ

の
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
や
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
に
焦

点
を
あ
て
、
理
論
的
研
究
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
た
め
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
最
近
、
特
に
注
目
さ
れ
る
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
達
成
動
機
の

研
究
で
有
名
な
Ｄ
．
Ｃ
．
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
に

始
ま
る
も
の
で
あ
り
、
先
に
み
た
統
計
調
査

で
重
視
さ
れ
て
い
た
意
欲
の
側
面
が
重
視
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
意
欲
の
側
面
は
八
つ

の
軸
の
な
か
で
は
Ⅵ
自
発
性
と
ス
ト
レ
ス
対

応
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。 

 

　
４
．最
近
の
様
々
な
取
り
組
み 

　
企
業
の
求
め
る
人
材
に
関
し
て
は
、
必
要

性
と
関
心
の
高
さ
か
ら
、
政
府
や
経
済
団
体

等
、
様
々
な
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る（
図
５
）。

学
識
経
験
者
、
企
業
経
営
者
、
関
連
す
る
事

業
者
等
が
集
ま
り
、
よ
く
整
理
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
工
夫
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、

残
念
な
が
ら
そ
の
場
そ
の
場
の
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
経
済
発
展
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

人
材
が
必
要
と
さ
れ
る
か
は
、
政
策
運
営
の

基
本
的
な
事
柄
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
分

野
を
体
系
的
・
継
続
的
の
行
っ
て
い
る
研
究

機
関
等
は
な
く
、
専
門
家
も
少
な
い
。
今
後
、

分
厚
い
専
門
家
層
が
形
成
さ
れ
、
専
門
機
関

が
基
盤
と
な
る
研
究
と
し
て
長
期
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。 

 

　
５
．社
会
共
通
の
評
価
軸 

　
こ
こ
で
は
企
業
の
求
め
る
人
材
に
関
し
て
、

主
要
な
調
査
結
果
を
紹
介
し
、
ま
た
、
求
め

る
人
材
を
整
理
す
る
枠
組
み
を
み
て
き
た
。

こ
こ
で
示
さ
れ
た
統
計
的
傾
向
や
求
め
る
人

材
の
背
後
に
あ
る
評
価
軸
は
、
個
別
の
企
業

の
も
の
で
は
な
い
。
多
く
の
企
業
が
求
め
る

も
の
、
今
の
時
代
が
求
め
る
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
タ
イ
ト
ル
を
「
企
業
の
求
め

る
人
材
は
」
と
し
た
が
、
「
今
日
の
産
業
社

会
に
必
要
と
さ
れ
る
人
材
は
」
と
言
い
換
え

る
こ
と
も
で
き
る
。 

　
こ
こ
で
示
し
た
人
材
評
価
の
八
つ
の
軸
を

参
考
に
学
生
や
従
業
員
個
人
が
、
自
ら
を
振

り
返
る
こ
と
も
で
き
る
。
自
分
は
ど
の
よ
う

な
面
に
強
み
が
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
面

を
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い

っ
た
見
方
で
あ
る
。
ま
た
、
採
用
側
の
企
業

と
し
て
も
採
り
た
い
人
材
を
明
確
化
す
る
た

め
に
、
こ
の
評
価
軸
を
参
考
に
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
。
現
在
の
経
営
状
況
、
今
後
の
発

展
の
方
向
性
、
等
々
か
ら
、
今
必
要
な
人
材

が
ど
の
よ
う
な
人
材
か
、
こ
の
八
つ
の
評
価

軸
で
明
ら
か
に
で
き
る
。
国
の
政
策
の
レ
ベ

ル
で
も
、
現
在
の
人
材
の
状
況
は
ど
う
か
、

今
後
の
経
済
発
展
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
人

材
が
必
要
か
、
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
八
軸

か
ら
検
討
す
る
こ
と
も
で
き
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
こ
で
示
し
た

人
材
評
価
の
八
つ
の
軸
は
、
個
人
レ
ベ
ル
、

企
業
レ
ベ
ル
、
ま
た
国
の
レ
ベ
ル
で
も
使
え

る
共
通
の
評
価
軸
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
社

会
で
共
有
で
き
る
枠
組
み
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
個
人
か
ら
国
の
レ
ベ
ル
ま
で
、
必
要

と
さ
れ
る
、
重
要
な
基
盤
と
な
る
研
究
と
し

て
、
体
系
的
・
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 
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テ
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の
研
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卒
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Ｐ
Ｔ
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研
究
員
に
。
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Ｈ
Ｒ
Ｍ
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Ｒ
Ｍ
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機
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な
ど
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